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三菱ケミカルの取り組みについて
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会社概要

40,776人 314社 31ヵ国 2兆3,380億円

〒100-8251 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスビル

連結従業員数 グループ会社数
（関係会社含）

連結売上収益

三菱ケミカル株式会社

2021.3月末現在

42,660人 295社 31ヵ国 2兆620億円

連結従業員数 グループ会社数
（関係会社含）

連結売上収益
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沿革

40,776人 314社 31ヵ国 2兆3,380億円

連結従業員数 グループ会社数
（関係会社含）

連結売上収益

2020.3月末現在

三菱化学
株式会社

三菱樹脂
株式会社

三菱レイヨン
株式会社

3社統合により発足
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事業領域

アドバンストソリューションズ

アクア・インフラ ライフソリューション

半導体 エレクトロニクス 電池材料

ベーシックマテリアルズ／MMA

Basics

Specialities

M
oldings

Solutions

オレフィン・アロマ ケミカルズ

MMAモノマー/アクリル樹脂

炭素

フィルムズ＆モールディングマテリアルズ

パッケージング 工業フィルム

アドバンストマテリアルズ

ポリエステルフィルム

炭素繊維 アルミナ・繊維

コーティング材 添加剤・ファイン

ポリマーズ＆コンパウンズ

アセチルポリマーズパフォーマンスポリマーズ サスティナブルポリマーズ
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サーキュラーエコノミー実現への取り組み

プラスチック循環

・プラスチック油化事業化検討 –ENEOSと
・PETケミカルリサイクル検討 –キリンと
・アクリル樹脂ケミカルリサイクル –ホンダと
・国内外の静脈産業への出資

炭素・水素の活用

・人工光合成PJ ・微細藻類利用PJ
・水素活用1.光触媒等の開発

2.水素分離法開発
3.低級オレフィン合成の開発

1.中部圏水素利用協議会
2.水素バリューチェーン推進協議会
3.水素・燃料電池戦略協議会

LCAの進化・深化

バリューチェーン全体で環境負荷削減へ
貢献する製品・サービスの強化

バイオプラスチック活用

TM

TM

オープンイノベーション、
ステークホルダーとの連携

AEPW, CE100, WBCSD, ICCA, Alliance for the Blue, 
WEF-LCET、循環経済協会、国連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝﾊﾟｸﾄ
CGC, CLOMA, JaiME, カーボンリサイクルファンド, 
SIP, Moonshot、循環経済パートナーシップ

Circular
Economy 
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サーキュラーエコノミー実現への取り組み事例

・独自の技術開発に加え、さまざまなパートナーとの連携により、
持続的な資源・エネルギーの循環を目指すサーキュラーエコノミーを推進中

・事業の枠、企業の枠を超え新たな製品・サービス、ビジネスモデルを模索中

炭素・水素の活用プラスチック循環
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プラスチックのケミカルリサイクル ー 油化

出典:2021年2月三菱ケミカルホールディングス事業説明会資料から

焼却処理・サーマルリサイクルされている使用済みプラスチックの再資源化
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アクリル樹脂ケミカルリサイクル

2024年の商業化を視野に、アクリル樹脂のリサイクルプラントの建設に向けた検討を本格化
欧州では既存リサイクル技術の検討を進め、日本での新技術開発の取り組みとともに、それぞれのアプローチで2024年の

稼働を視野に、アクリル樹脂のリサイクルプラントの建設に向けた検討を本格化します

(実証設備完成予想図)廃車からのテールランプなどのアクリル樹脂の回収、そのケミ
カルリサイクル及び再利用についてスキームの検討を進めて
おり、実証設備を用いたリサイクルシステムの実証試験につ
いても共同で実施

化石原料からの従来のPMMA(左)と、
自動車テールランプをケミカルリサイクル・
蒸留後のMMAを使ったPMMA(右)

PMMA自動車クローズド・ループリサイクルイメージ

本田技研工業株式会社とリサイクルシステムの実証実験を共同で実施、
PMMA(ポリメチルメタクリレート)のリサイクルに向けた技術検討と実用化を目指す
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PETケミカルリサイクル

・Kirin Holdings社との共同開発を開始
・PETの再資源化に向けた技術検討と実用化を目指す

 「キリングループ プラスチックポリシー」の「日本国内におけるリサイクル樹脂の割合を2027年までに50％に高める」目標達成
を目指し、2027年までにはケミカルリサイクル技術を用いたプラントを稼働させることも視野に実用化を目指します。

 PETボトルの持続的な循環を目指す
2020年12月28日キリンホールディングス社ニュースリリースより

将来的には「PET製品からPET製品」への再生を目指す

ボトル, 757

シート, 373
フィルム, 310
繊維,199 その他, 97

0%
20%
40%
60%
80%

100%

（内、指定PET樹脂は701）

*1及び*2：PETボトルリサイクル推進協議会「PETボトル年次報告書2020」より

*1

*２
国内用途別PET樹脂使用数量（1,736千トン）

水平リサイクル、アップサイクルの可能性検討
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リサイクル産業との連携：リファインバースグループとの業務資本提携

会 社 名： 株式会社リファインバースグループ
資 本 金： 149百万円（2021年 7月）
設 立：2021年7月
従 業 員：153名(グループ全体）
子 会 社 ：リファインバース株式会社、株式会社ジーエムエス

会 社 名： リファインバース株式会社
（㈱リファインバースグループの完全子会社）

売 上 高： 2,694百万円（2020年6月期）
設 立：2003年12月

会社概要とグループ事業概要

（2020年8月20日当社プレスリリースより引用）

カーペットタイル
リサイクル事業 製鋼副資材事業高機能樹事業 産業廃棄物

中間処理事業

0
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1,000
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2,000

2,500

3,000

2015/6 2016/6 2017/6 2018/6 2019/6 2020/6

リファインバース㈱ 売上高推移(連結)(百万円)

リファインバースグループは、建築系廃棄物処理の収集運搬業を主とした事業を起点に、廃棄物処理から樹脂製造
までの一貫した体制を築き、様々な再生資源を提供。
リファインバースと資本業務提携することにより、同社が持つ産業廃棄物全般のノウハウと当社の技術及び知見を融合
させ、廃棄物の適切なリサイクルや有効利用を促進。
素材産業とリサイクル産業が連携することで、製品の最終処分に対する理解を深め、環境により優しい素材設計に。
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大日本印刷・リファインバースグループとのブロックチェーン技術で
トレーサビリティの信頼性を高めたサプライチェーン構築に向けた実証

三菱ケミカル株式会社は、大日本印刷株式会社および株式会社リファインバースグループと連携し、
蘭サーキュライズ社の情報管理システムを活用して、バイオマスやリサイクル原料の管理・追跡（トレーサビリティ）、
ライフサイクルアセスメント（LCA）等の環境負荷の評価指標への対応を含めた、透明性・信頼性の
高いサプライチェーン構築に向け、共同で実証試験を行う。
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人工光合成（ARPChem）PJの概要

太陽光下、光触媒による水の分解で得た水素と酸素から

水素分離膜等を用いて水素を安全に分離し

合成触媒を用いて水素と二酸化炭素から化学品原料である
低級オレフィンを製造する

人工光合成型の化学プロセスを確立し、2040年までの事業化へ
化石資源からの脱却と資源問題・環境問題の解決を目指している

(METI/NEDO, FY 2012-2021, 予算総額約150 億円)



循環型ケミカルリサイクルの展望
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化学産業：現在の姿

原料は化石由来が中心＋リサイクルはされているものの、廃プラの多くはまだ埋め立て・焼却・サーマルリカバリーへ

資 源 製 造・使 用 使用後

Process 
losses

化学産業
基礎化学品

:2850万トン
（→プラ:1067万トン）

CO2   H2O

原
材

料

バイオ

化石
サーマルリカバリー
プラ:503万トン

海洋など
環境流出

プラスチック・ケミカル循環
ケミリサ・マテリサ:250万トン

炭素循環

石油化学用ナフサ:
4344万kl

埋立・単純焼却
プラ:142万トン

ケミカル
プロセス燃料・ロス

出展:石油化学工業会2018資料
プラスチック循環利用協会 2018データ

基礎化学品:エチレン・プロピレン・ブタジエン・BTX

単位:年・国内
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化学産業：2050年の姿（案）

原料の主はリサイクル・バイオ・CCUとなっており、化石由来原料の使用は最低限

プラスチック・ケミカル循環

炭素循環

CO2
H2O

Process 
losses

焼却・コンポスト
生分解

CO2

資 源 製 造・使 用 使用後

CO2

プラ・ケミカル

バイオ

化学産業
基礎化学品

三菱ケミカル作成
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プラスチックのリサイクルルート（概念図）

製造プロセス面から見ると、様々なリサイクルルートが考えられる
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プラスチック資源の原料化
・ 樹脂特性×回収形態（単一、混合）×不純物で最適なリサイクル方法を選定する必要あり
・ マテリサとケミリサは補完関係にあり、ケミリサ（モノマー化、油化、ガス化）も活用すれば幅広い種類・状態のプラを

再資源化できる可能性あり
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循環型ケミカルリサイクルの普及・拡大のために

廃プラの回収

ケミカルリサイクル

再重合

販売

・多種多様な原料使用を可能にする技術
・設備投資を支援する施策

・バージンと同等品質の達成
（含む材料承認、食品衛生等の法対応）

・リサイクル材の価値向上

・廃プラの高度選別（機械、制度）

・トレーサビリティの確保
・マスバランスの本格普及

ケミリサの本格普及に向けた課題 → 解決による早期本格普及・拡大に期待
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マスバランス方式導入の位置づけと効果

マスバランス方式をカーボンニュートラルを目指したセグリゲーションへの移行手段として導入

バイオマス・再生材普及の課題
①技術実証、設備敷設までの時間 ②原料・設備変更による品質確認
③現行製品（化石資源由来プラスチック、バージン樹脂）との価格差 ④訴求力に欠ける含有度

マスバランス導入効果
✓既存設備で非認証原料を併用する

⇒①早期の実装 ②従来通りの品質 ③専用設備敷設と比較して低コスト
✓使用した認証原料を使用割合に応じて、任意の製品に割り当てる

⇒④少量の認証原料使用から、顧客・消費者へ化石資源使用削減への貢献価値を訴求可能

マスバランス導入により需要の顕在化と拡大を誘引し、サプライチェーンでの経済性が確保されることで、
認証原料の供給拡大を図り、セグリゲーションへの移行をスピィーディーに、かつ、段階的に進めていく
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ご清聴ありがとうございました


